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　ラムゼイ・ハント（Ramsay Hunt）症候群は末梢性
顔面神経麻痺を伴う帯状疱疹の1病型であり、その
病因は水痘・帯状疱疹ウイルス（varicella-zoster virus：
VZV）の再活性化である。単純ヘルペスウイルス1型
（herpes simplex virus type 1：HSV-1） が主な原因で
起こるベル（Bell）麻痺と比較して、顔面神経麻痺の予
後は不良で後遺症の残る頻度が高いことから、早期
診断と積極的な治療介入、誘発筋電図などによる予
後診断が重要である。そのためには、初期症状により
ラムゼイ・ハント症候群の診断をつけ、直ちに抗ヘルペ
スウイルス薬とステロイド薬の投与を開始する。また、
顔面神経麻痺の専門医（耳鼻咽喉科、麻酔科、神
経内科など）へ紹介することが患者の予後改善に重
要である。
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帯状疱疹後神経痛に対する薬物治療と診療のポイント

●帯状疱疹関連痛では炎症による侵害受容痛と神経障害に起因した神経障害痛が存在し、痛みの機序が全く異なる。
それぞれの痛みに適切な治療薬を選択する。

●急性期には抗ヘルペスウイルス薬を早期に使用し、ウイルス増殖による影響を最小限にする。
●神経障害痛は皮疹出現早期から生じていると考えられるので、急性期から痛みを積極的に治療する。
●コデインリン酸塩、三環系抗うつ薬などは、痛みが軽減するまで十分な服用量に漸増する。
●「痛みのために眠れない患者」は、痛みの専門医に紹介する。
●帯状疱疹後神経痛を短期間で消失させることは難しいが、通常の生活を送られるように痛みを軽減することは可能で
ある。

痛みを念頭においた診療のポイント　～まとめ～

　発症早期から抗ヘルペスウイルス薬を使用しても、帯状疱疹後神経痛への移行を完全に防止できない。そのため、
帯状疱疹後神経痛に移行する可能性が高い因子を理解し、帯状疱疹後神経痛の予防を念頭において急性期の治療
を行うことが重要である。
　帯状疱疹後神経痛の危険因子として、高齢、重症皮疹、強度の急性帯状疱疹痛があげられる。皮疹の重症度は
帯状疱疹後神経痛への移行とは関連がないという海外の報告がある。しかし、それは初診時の皮疹の重症度で評価
した場合である。1,400例以上の帯状疱疹患者を対象とした私どもの検討では、最悪時の皮疹が重症である場合は、
他の危険因子の有無に関わらず、痛みが長期間持続していた（Higa, K., et al.: Pain, 69（3）, 245（1997））。
　急性帯状疱疹痛が高度（目安は「眠れない程の痛み」）である場合は、痛みの専門医への速やかな紹介をお願い
したい。日常の生活（睡眠）が困難であれば、神経ブロックや入院治療なども考慮した痛みに対する治療を開始すべき
である。抗ヘルペスウイルス薬の服用と同時に痛みに対する治療を開始することで、患者の生活の質が改善する。

急性期に予測すべき帯状疱疹後神経痛の危険因子
～痛みで眠れない患者は専門医に紹介を～

● オピオイド
　三環系抗うつ薬やプレガバリンで痛みが軽減しないときに強オピオイドを用いるが、慢性痛の治療に精通した
専門医による使用が望ましい。そして、オピオイドの使用は、主作用、副作用を理解できる患者に限定する。
強オピオイドでは、吐き気、便秘、ふらつきなどの副作用で長期服用が困難となる患者が比較的多い。
　帯状疱疹後神経痛にトラマドール塩酸塩／アセトアミノフェン配合錠（以下、配合錠）を使用することがある。
配合錠は、1錠にトラマドール塩酸塩が37.5㎎とアセトアミノフェンが325㎎含まれているので、トラマドールが
漸増できない。また、市販の感冒薬はアセトアミノフェンを含有していることが多いので、併用薬剤に注意が必要
である。

● 神経ブロック
　神経ブロックは体性神経ブロックと交感神経ブロックに分けられる。急性帯状疱疹痛は神経ブロックで軽減する。
帯状疱疹を発症してから1年以上の帯状疱疹後神経痛は、体性神経ブロックで軽減するが、局所麻酔薬の作用
時間しか痛みを軽減しない。交感神経ブロックは確立した帯状疱疹後神経痛を軽減しない。

● 米国での帯状疱疹後神経痛に対する薬物療法
　2004年、米国神経学会（American Academy of Neurology）から帯状疱疹後神経痛に有効で推奨される
べき薬剤が発表された（表1）。日本では承認外の薬剤も含まれている。

●三環系抗うつ薬＊3 ●ガバペンチン＊4 ●プレガバリン ●オピオイド ●局所的リドカインパッチ＊4

表1. 米国神経学会推奨の帯状疱疹後神経痛治療薬

Dubinsky, R. M. , et al. ： Neurology, 63, 959（2004）より一部改変
＊3：一部承認外を含む
＊4：承認外
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